
　　　　

2025 年 3 月 28 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで

学校休業日 13 時 30 から 17 時 00 分まで

学校日 17 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

家族参観日・歯科検診・あけぼのフェスタ・てくてく夏のイベント・運動会・クリスマス会・卒園児を送る会等

送迎実施の有無

授業終了後～

家族支援

・あるがままのわが子を受容できるように支援します。
・子どもの特性や、支援の手立てを知り、正しい関わり方を学ぶ機会を設けま
す。
・市立宇和島病院小児科医師による健康管理、愛媛大学教授、特別支援教育
スーパーバイザー、理学療法士による療育相談、機能訓練を行います。
・保護者会（たけのこ会）の運営に協力し、保護者同士のつながり、仲間づく
り、きょうだい支援を行います。

移行支援

・関係機関との情報共有会を行います。
・宇和島市の特別支援教育の現状について情報提供を行いま
す。
・リレーファイル（つなぐ）の利用方法について説明します。

地域支援・地域連携

・地域の中で育つ子どもを育てます。
・小学校、中学校と必要に応じて情報共有会を開催し、それぞれの機関での支
援方法の確認を行います
・実習生や職場体験、ボランティアの受け入れを行います。
・自立支援協議会や連携協議会に参加し、地域課題について検討します。

職員の質の向上

・外部講師による、事業所内研修を実施します。
・内部研修(虐待、感染症、安全計画、BCP）を実施します。
・定期的なカンファレンス・ケース会議を行い、支援方法につ
いて検討します。

支　援　内　容

支援方針

・保護者の皆様とともに、利用児の心身の発達を促すお手伝いをさせていただきます。
・あるがままの安心感を持てるように支援します。
・五感を使った活動や、身体を動かす活動を行い、遊びが豊かになるように様々な経験ができるように支援します。スキンシップや親子遊びを通してコミュニケーションが豊か
になるように支援します。自己決定、自己選択を大切にし、自己肯定感を高め、達成感を持ち、自信と意欲を育てます。

・食事、排泄、着脱等の基本的スキルの獲得に向けての支援を行います。
・コミュニケーションを大切にしながら、おやつの時間を通して、食事のマナーや椅子の座り方などを児童指導員や、保育士が援助や助言を行います。
・必要なお子様に対して看護師が医療行為を行います。
・また、登園時の健康状態のチェックや病状に応じたマニュアル作成を看護師等が行います。

・サーキット等を通して姿勢と運動、動作の向上を促していきます。
・運動機能やバランス感覚、力の調節など身体の感覚面や、運動面の成長に向けて、活動を通して支援します。
・必要に応じて、理学療法士、担当職員等が助言を行います。

・買い物体験や、ルールのある活動中で文字や数字に親しみ、生活に根付く学びを深めます。
・認知の特性に合わせた環境調整やお子さまの関り方に対する支援を実践します。
・分かりやすい環境の中で、見通しを持てたり、安心して過ごせたりすることができるように情緒面等での支援を行います。
・定期的に発達段階の確認を行います。また、今後の支援方法について話し合うことで、お子様の理解が更に深まるようにしていきます。

本
人
支
援

送迎実施の有無

営業時間

サービス提供時間

あり

あり

なし

なし

・お子様の発信するサインを大人が受け取りながら、思いが伝わったという実感や思いを伝えたいというコミュニケーション意欲を高めていきます。
・子ども同志のやり取りができるよう、大人が仲介役になり、コミュニケーションを広げて行きます。
・コミュニケーション手段の獲得に向けて、言葉だけでなく、身振りやカード等、お子さまに合ったコミュニケーション手段を考え支援します。
・人とのやり取りの中で、場面や状況に合わせたコミュニケーションの方法を学ぶ等、コミュニケーション能力の向上を支援します。

・異年齢の小集団の活動を通して、社会性や対人関係の育ちを支援します。
・集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団生活に参加できるように支援します。
・選択できる機会を多く設け子どもが自分で決めて活動に取り組むことができるようにし、達成感や自己肯定感が持てるように支援していきます。
・当番活動を通して人の役に立つ経験が持てるような活動を提供します。

法人（事業所）理念
一人ひとりの発達や特性に応じた支援を行い、利用児の発達を支えるとともに、生活環境を整え、自立をうながします。また、利用児のニーズに合わせた家族支援を行い、地域
社会の一員としての将来を見つめた支援を行います。

事業所名 あけぼの園　放課後等デイサービス 支援プログラム 作成日


